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単位 設　計　数　量 摘　　要

全　　体　 補助対象 単　　独　　

ｍ 457.30 457.30 330.10 127.20

ｍ 457.30 457.30 330.10 127.20

ｍ 457.30 457.30 330.10 127.20

個 31 31 23 8

個 20 20 15 5

個

φ200 個 20 15 5

個 11 11 8 3

個

φ200 個 11 8 3

箇 所 39 39 22 17

箇 所

φ200 箇 所 39 22 17

㎡ 1,237 1,237 783 454

㎡

φ200 ㎡ 1,237 783 454

ha 1.65 1.65 1.26 0.39処 理 面 積

開 削 工

マ ン ホ ー ル 設 置 工

付 帯 工

1 号 組 立 マ ン ホ ー ル

ま す 設 置 及 び 取 付 管 工

数　量　総　括　表　（下水）
費　　　　　目 精　　算　　見　　込　　数　　量

管 路 施 設 工

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

小 型 マ ン ホ ー ル （ 塩 ビ ）

VUφ200

別紙のとおり
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処理面積（ha）

補助 単独 計 補助 単独 計

VUφ200 VUφ200

2136-4-1 39.80 39.80 0.17 0.17

2136-4-2 29.40 29.40 0.09 0.09

2136-5-1 6.70 6.70 0.14 0.14

2136-5-2 18.40 39.50 57.90 0.04 0.17 0.21

2136-5-3 32.00 32.00 0.04 0.04

2137-1 85.20 85.20 0.28 0.28

2137-1-1 28.40 28.40 0.00

2137-2 19.50 19.50 0.05 0.05

2137-4-1 30.70 30.70 0.20 0.20

2137-5 10.50 10.50 0.00

2084-1 37.70 37.70

2083 13.50 13.50 0.09

2082 10.50 10.50 0.23

2081 55.50 55.50 0.15

小計 330.10 127.20 457.30 1.26 0.39 1.18

合計 330.10 127.20 457.30 1.26 0.39 1.18

路線番号工区

南側

北側



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝13.90ｍ、 建込土留ｈ＝3.00ｍ

  平均掘削深 ＝ 2.68 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×2.68/67.0(m3/日) ＝0.57 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 67.0㎥/日

土留工＝ 1.2(hr/10m) × 15m÷10m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.28 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.57日＋0.28日 ＝0.85 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 0.85

基礎工＝ 0.36m3/m × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (2.68-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.98 日 1スパン施工実日数 2.24 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 3.0 × 2面 90 m2

土留引抜工＝  0.13(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.20 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 13.90m ÷ 15 ＝1 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 2.24日×1.0回×1.7 ＝4 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 1

土 留 材 重 量 ＝9.4t(15m当り)÷15 × 15.0 ＝9.4 t

0.2

0.98



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝72.80ｍ、 建込土留ｈ＝2.0ｍ

  平均掘削深 ＝ 1.72 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×1.72/67.0(m3/日) ＝0.37 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 67.0㎥/日

土留工＝ 0.8(hr/10m) ÷10m×15m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.18 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.37日＋0.18日 ＝0.55 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 0.55

基礎工＝ 0.36m3/m × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (1.72-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.56 日 1スパン施工実日数 1.52 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 2.0 × 2面 60 m2

土留引抜工＝  0.10(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.15 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 72.80m ÷ 15 ＝5 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 1.52日×5.0回×1.7 ＝13 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 3

土 留 材 重 量 ＝ 6.1t(15m当り)/15 × 15.0 ＝6.1 t

0.56

0.15



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝123.90ｍ、 建込土留ｈ＝3.50ｍ

  平均掘削深 ＝ 3.27 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(0.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×3.27/67.0(m3/日) ＝0.70 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 67.0㎥/日

土留工＝ 1.3(hr/10m) × 15m÷10m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.30 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.70日＋0.30日 ＝1.00 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 1

基礎工＝ 0.36m3/m × 0.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (3.27-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝1.23 日 1スパン施工実日数 2.64 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 3.5 × 2面 105 m2

土留引抜工＝  0.13(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.24 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 123.90m ÷ 15 ＝8 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 2.64日×8.0回×1.7 ＝36 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 4.5

土 留 材 重 量 ＝11.7t(15m当り)÷15 × 15.0 ＝11.7 t

1.23

0.24



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝29.40ｍ、 建込土留ｈ＝2.5ｍ

  平均掘削深 ＝ 2.18 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×2.18/67.0(m3/日) ＝0.46 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 67.0㎥/日

土留工＝ 1.0(hr/10m) × 15m÷10m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.23 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.46日＋0.23日 ＝0.69 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 0.69

基礎工＝ 0.36m3/m × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (2.18-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.76 日 1スパン施工実日数 1.86 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 2.5 × 2面 75 m2

土留引抜工＝  0.12(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.18 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 29.40m ÷ 15 ＝2 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 1.86日×2.0回×1.7 ＝6 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 1.5

土 留 材 重 量 ＝ 7.4t(15m当り)÷15 × 15.0 ＝7.4 t

0.76

0.18



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝59.60ｍ、 建込土留ｈ＝2.0ｍ

  平均掘削深 ＝ 1.68 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×1.68/67.0(m3/日) ＝0.36 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 67.0㎥/日

土留工＝ 0.8(hr/10m) ÷10m×15m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.18 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.36日＋0.18日 ＝0.54 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 0.54

基礎工＝ 0.36m3/m × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (1.68-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.55 日 1スパン施工実日数 1.50 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 2.0 × 2面 60 m2

土留引抜工＝  0.10(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.15 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 59.60m ÷ 15 ＝4 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 1.50日×4.0回×1.7 ＝10 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 2.5

土 留 材 重 量 ＝ 6.1t(15m当り)/15 × 15.0 ＝6.1 t

0.55

0.15



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝32.60ｍ、 建込土留ｈ＝2.0ｍ

  平均掘削深 ＝ 1.76 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×1.76/59.0(m3/日) ＝0.43 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 59.0㎥/日

土留工＝ 1.1(hr/10m) ÷10m×15m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.25 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.43日＋0.25日 ＝0.68 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 0.68

基礎工＝ 0.36m3/m × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (1.76-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.58 日 1スパン施工実日数 1.67 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 2.0 × 2面 60 m2

土留引抜工＝  0.12(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.18 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 32.60m ÷ 15 ＝2 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 1.67日×2.0回×1.7 ＝6 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 1.5

土 留 材 重 量 ＝ 6.1t(15m当り)/15 × 15.0 ＝6.1 t

0.58

0.18



建込簡易土留　（BH0.28m3）   塩ビ管 φ200mm、 延長＝29.10ｍ、 建込土留ｈ＝2.5ｍ

  平均掘削深 ＝ 2.19 ｍ、ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3

 1.  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (1) 掘削及び土留工

掘削工＝ Ｌ×Ｗ×Ｈ/Ｑ＝ 15.0×0.95×2.19/59.0(m3/日) ＝0.53 日      　    ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.28m3)運転日当り施工量 59.0㎥/日

土留工＝ 1.3(hr/10m) × 15m÷10m ÷ 6.5(hr/日) ＝0.30 日      　    1日当りのﾊﾞｯｸﾎｳの運転時間 6.5hr/日

掘削工 + 土留工 ＝ 0.53日＋0.30日 ＝0.83 日  1スパン(15.00m)を施工するのに要する使用日数の算定

    (2) 基  礎  工 掘削工及び土留工 0.83

基礎工＝ 0.36m3/m × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.16 日 基礎工 0.08 0.08

    (3) 管 布 設  工 管布設工 0 0.33 0.33

管布設工＝ 15.0m ÷ 22.7m/日 ＝0.66 日 埋戻工

    (4) 機械埋戻工 土留工(引抜)

埋戻工＝ (2.19-0.416) × 0.95 × 15.0m ÷ 33.0m3/日 ＝0.77 日 1スパン施工実日数 2.01 日

    (5) 土 留 引　抜　工 損料＝ （市場単価×Ｄ＋修理費及び損耗費×補正率）×Ａ

Ａ：1回当り締切面積＝ 15.00m × 2.5 × 2面 75 m2

土留引抜工＝  0.14(日/10m当り) ÷ 10m×１5ｍ ＝0.21 日 Ｎ：締切転用回数   ＝ 29.10m ÷ 15 ＝2 回

Ｄ：供 用 日 数    ＝ 2.01日×2.0回×1.7 ＝7 日

水 替 日 数 ＝ ＝ 　　 日 補正率 ＝ 1/2（ｎ＋1）  　ｎはパネルの使用回数 1.5

土 留 材 重 量 ＝ 7.4t(15m当り)÷15 × 15.0 ＝7.4 t

0.77

0.21


